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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月21日(2019.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における胎児性アルコールスペクトラム障害（ＦＡＳＤ）のインビトロ検出方法で
あって、以下の工程：
　ａ）前記対象由来の生体サンプル中の胎盤成長因子（ＰｌＧＦ）の量を測定する工程、
　ｂ）工程ａ）からのＰｌＧＦの量を参照と比較する工程、および
　ｃ）前記対象においてＦＡＳＤを確定する工程
を含んでなる、方法。
【請求項２】
　前記参照が健常個体におけるＰｌＧＦの量の測定値であることを特徴とする、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　工程ａ）からのＰｌＧＦの量が前記参照よりも低いことが、前記対象がＦＡＳＤに罹患
していることを示すことを特徴とする、請求項１または２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４】
　工程ａ）からのＰｌＧＦの量が前記参照よりも低いことが、対象における脳血管の無秩
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序化を示すことを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記生体サンプルが胎盤、特に、臍帯血に由来することを特徴とする、請求項１～４の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　ＰｌＧＦの量がＰｌＧＦ核酸の量を測定することにより決定されることを特徴とする、
請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　ＰｌＧＦの量が、ノーザンブロット、サザンブロット、ＰＣＲ、ＲＴ－ＰＣＲ、定量的
ＲＴ－ＰＣＲ、ＳＡＧＥおよびその派生法、核酸アレイ、特に、ｃＤＮＡアレイ、オリゴ
ヌクレオチドアレイおよびｍＲＮＡアレイ、組織アレイならびにＲＮＡ－Ｓｅｑから選択
される方法により測定されることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項８】
　ＰｌＧＦの量がポリペプチドの量を測定することにより決定されることを特徴とする、
請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　ＰｌＧＦの量が、免疫組織学、免疫沈降、ウェスタンブロット、ドットブロット、ＥＬ
ＩＳＡまたはＥＬＩＳＰＯＴ、ＥＣＬＩＡ、タンパク質アレイ、抗体アレイまたは免疫組
織化学と組み合わせた組織アレイ、ＦＲＥＴまたはＢＲＥＴ技術、顕微鏡または組織化学
法（特に、共焦点顕微鏡および電子顕微鏡法を含む）、１以上の励起波長と好適な光学法
の使用に基づく方法、例えば、電気化学法（ボルタンメトリーおよびアンペロメトリー技
術）、原子間力顕微鏡、および無線周波数的方法、例えば、多極共鳴分光法、共焦点およ
び非共焦点、蛍光、発光、化学発光、吸光度、反射率、透過率、および複屈折または屈折
率の検出（特に、表面プラズモン共鳴、偏光解析法または共振ミラー法による）、フロー
サイトメトリー、放射性同位元素または磁気共鳴画像法、ポリアクリルアミドゲル電気泳
動（ＳＤＳ－ＰＡＧＥ）による分析、ＨＰＬＣ－質量分析および液体クロマトグラフィー
－質量分析／質量分析（ＬＣ－ＭＳ／ＭＳ）から選択される方法により測定されることを
特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＰｌＧＦの量が、免疫沈降、免疫組織学、ウェスタンブロット、ドットブロット、ＥＬ
ＩＳＡまたはＥＬＩＳＰＯＴ、ＥＣＬＩＡ、タンパク質アレイ、抗体アレイまたは免疫組
織化学と組み合わせた組織アレイから選択される方法により決定されることを特徴とする
、請求項８または９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　ＰｌＧＦの量がウェスタンブロットまたはＥＬＩＳＡにより決定されることを特徴とす
る、請求項８～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　ＰｌＧＦの量が対照マーカーに対して正規化されることを特徴とする、請求項１～１１
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記対照マーカーが、Ｂ２Ｍ、ＴＦＲＣ、ＹＷＨＡＺ、ＲＰＬＯ、１８Ｓ、ＧＵＳＢ、
ＵＢＣ、ＴＢＰ、ＧＡＰＤＨ、ＰＰＩＡ、ＰＯＬＲ２Ａ、ＡＣＴＢ、ＰＧＫ１、ＨＰＲＴ
１、ＩＰＯ８およびＨＭＢＳからなる群から選択される遺伝子、または前記遺伝子の産物
から選択されるポリペプチドであることを特徴とする、請求項１２に記載の方法。
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摘要(译)

本发明提供了一种诊断由胎儿酒精综合症引起的疾病的方法，所述方法包括测定PLGF（胎盘生长因子）。
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